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問1 金属の導線の中において、電流の正体である「マイナスの電気をもった粒子」の名称として適切なものはどれですか。 （2018年 山口公立入試 類似）

1. 電子 2. 原子核 3. プロトン 4. 中性子

問2 岩倉使節団がアメリカなどで不平等条約の改正に向けた予備交渉を行った際、相手国から交渉を拒否された主な理由として、当時の日本の状況
を説明したものを選びなさい。 （2021年 山口公立入試 類似）

1. 近代的な法制度が整っておらず、
欧米並みの国家体制ではないとみな
されたため

2. 日本側が外国との貿易を完全に停
止する鎖国政策への回帰を提案した
ため

3. 領土の割譲や多額の賠償金の支払
いを日本側が拒否したため

4. ロシアとの対抗を目的とした軍事
同盟の締結が、派遣の唯一の目的で
あったため

問3 空気の温度が下がり、ある温度に達すると、空気中に含まれていた水蒸気が冷やされて液体の水滴となって現れます。この現象を何といいます
か。 （2018年 山口公立入試 類似）

1. 結露 2. 蒸発 3. 昇華 4. 融解

問4 江戸幕府と税の関係についてまとめられた解説文の中で、田沼意次が推進した経済政策として、株仲間の奨励と共通の目的で行われた取り組み
はどれですか。 （2020年 山口公立入試 類似）

1. 長崎貿易を奨励し、俵物（煎海鼠
、干鮑、鱶鰭）などを輸出して金・
銀の流出を抑えるとともに、幕府の
利益を増やす

2. 寛政異学の禁を出し、朱子学以外
の学問を厳しく制限することで、武
士の道徳心と思想の統一を図る

3. 上米（あげまい）の制を導入し、
大名から米を献上させる代わりに江
戸での滞在期間を短縮する

4. 人返しの法を発令し、江戸に流入
した農民を強制的に農村へ帰して農
業生産力を回復させる

問5 中国において1970年代末から2015年まで実施された、急激な人口増加を抑えるための「一人っ子政策」と、その後の社会状況について述べた
文として、最も適切なものを選択しなさい。 （2020年 山口公立入試 類似）

1. 人口の抑制には成功したが、現在
は急速な少子高齢化が進み、将来の
労働力不足が課題となっている。

2. 人口抑制の効果がほとんど見られ
なかったため、現在も都市部に限っ
て継続されている。

3. 経済特区での労働力を確保するた
めに、農村部から都市部への移住を
強制的に制限する制度であった。

4. 外国企業の誘致を目的として、都
市部の家庭に子どもを一人にするよ
う義務付けた制度である。

問6 混合物を加熱して沸点の違いを利用して物質を分離する「蒸留」の実験を行いました。エタノール水溶液を加熱して出てきた蒸気を冷やして液
体を集めたところ、集め始めた初期の液体の密度は0.83g/cm³であり、しばらくして後に集めた液体の密度は1.00g/cm³に近い値となりました
。この実験結果から判断できる内容として正しいものを選びなさい。 （2021年 山口公立入試 類似）

1. 初期に集めた液体の方が、後に集
めた液体よりもエタノールの濃度が
高い

2. 初期に集めた液体の方が、後に集
めた液体よりも水の濃度が高い

3. 初期に集めた液体と後に集めた液
体で、エタノールの濃度は変わらな
い

4. 後に集めた液体は、純粋なエタノ
ールである

問7 液体を排出するモデル装置を用いて、密度1.0g/cm³の水と、密度0.8g/cm³のエタノールを比較する実験を行います。水とエタノールの「質量
」を全く同じにして排出したいとき、排出される液体の「体積」の関係について正しく説明しているものはどれですか。 （2026年 山口公立入試 類似）

1. エタノールの体積の方が、水の体
積よりも大きくなる

2. 水の体積の方が、エタノールの体
積よりも大きくなる

3. 水とエタノールの体積は、全く同
じになる

4. 密度が大きい物質ほど、同じ質量
における体積も大きくなる

問8 東京都心部や大阪市中心部では、昼間人口比率が極めて高い数値を示す傾向があります。このような現象が起こる主な理由として、都市の構造
や機能の観点から説明したものとして最も適切なものはどれですか。 （2026年 山口公立入試 類似）

1. 都心部には企業の本社や官公庁、
大学などの施設が集中しており、郊
外のニュータウンなどから多くの人
々が移動してくるため。

2. 都心部は地価が安いため、職場の
近くに住居を構える職住近接の傾向
が強まり、夜間人口が急増している
ため。

3. 都心部では公共交通機関が未発達
であるため、周辺地域へ働きに出る
流出人口が制限されているため。

4. 都心部では高齢化の影響で現役世
代の人口が減少しており、相対的に
昼間の観光客の割合が目立つように
なっているため。

問9 冬の強い気圧配置において、気象衛星画像で日本海側を確認すると、大陸から日本列島に向かって広がる特徴的な雲が見られます。この雲の様
子を説明したものとして正しいものを選びなさい。 （2025年 山口公立入試 類似）

1. 日本海一面に筋状の雲が広がって
いる

2. 中心がはっきりした巨大な渦巻き
状の雲がある

3. 等圧線に沿って幾重にも重なるう
ろこ雲が見られる

4. 日本列島を南北に分断する停滞し
た前線状の雲がある

問10 江戸時代、武家諸法度により「大名は一年おきに領地と江戸を往復すること」が義務付けられました。ある藩の統計において、この制度に関わ
る江戸での経費が藩全体の支出の約3割以上に達するなど、各地の藩にとって大きな経済的負担となったこの制度の名称を答えなさい。 （2022年

山口公立入試 類似）

1. 参勤交代 2. 門領制 3. 朱印船貿易 4. 地租改正

問11 1995年度から2015年度にかけての日本の税収推移をみると、所得税が景気変動の影響を受けて大きく増減しているのに対し、消費税は比較的
安定した税収を維持しています。消費税が社会保障の財源として重視される一方で、課題とされる「逆進性」の内容として正しい説明を選びな
さい。 （2020年 山口公立入試 類似）

1. 所得に関わらず同じ税率が適用さ
れるため、所得の低い人ほど所得に
対する税負担の割合が高くなること
。

2. 所得が高くなるにつれて段階的に
税率が上がるため、高額所得者の勤
労意欲を低下させること。

3. 納税者と税を負担する者が異なる
ため、国民が税金の使い道に対して
無関心になりやすいこと。

4. 不況時に税収が急激に減少するた
め、国の予算編成において財源不足
を招きやすいこと。

問12 株式会社の仕組みにおいて、事業活動によって得られた利益の分配や、株主の権利について説明した文として、最も適切なものはどれか選びな
さい。 （2025年 山口公立入試 類似）

1. 会社が得た利益の一部は、出資額
に応じて配当として株主に分配され
る。

2. 会社は利益の有無に関わらず、あ
らかじめ約束した一定の利子を株主
に支払わなければならない。

3. 会社の利益はすべて内部留保とし
て蓄積され、株主に還元されること
はない。

4. 株主は経営に参加する権利を持た
ない代わりに、優先的に給与を受け
取る権利を持つ。
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答え合わせ・解説

問1 答え 1

電子

金属の結晶内には、特定の原子に縛られず自由に動き回ることができる粒子が存在します。こ
れを電子（または自由電子）と呼び、負（マイナス）の電荷を持っています。この電子の流れ
が電流の正体です。

問2 答え 1

近代的な法制度が整っておらず、欧米並みの

国家体制ではないとみなされたため

岩倉使節団はアメリカで条約改正の交渉を試みましたが、当時の日本には近代的な法律や裁判
制度が整っていませんでした。欧米諸国は、治外法権（領事裁判権）の撤廃を認める条件とし
て、日本が近代国家としての制度を確立することを求めました。この結果、使節団は条約改正
の実現には国内の近代化が不可欠であることを痛感することとなりました。

問3 答え 1

結露

空気が冷やされて露点に達すると、それ以上水蒸気として空気に含まれることができなくなっ
た分が凝結し、水滴となって現れます。この現象を結露と呼びます。選択肢にある蒸発は液体
から気体への変化、昇華は固体から気体（またはその逆）への変化、融解は固体から液体への
変化を指します。

問4 答え 1

長崎貿易を奨励し、俵物（煎海鼠、干鮑、鱶

鰭）などを輸出して金・銀の流出を抑えると

ともに、幕府の利益を増やす

田沼意次は、株仲間の奨励と同様に、商業や貿易を活性化させることで幕府の財政を立て直そ
うとしました。その一環として、長崎貿易において銅や「俵物」と呼ばれる海産物を積極的に
輸出させ、対価として得られる利益を幕府の財源に組み込もうとしたのが特徴です。

問5 答え 1

人口の抑制には成功したが、現在は急速な少

子高齢化が進み、将来の労働力不足が課題と

なっている。

中国では爆発的な人口増加が経済発展の妨げになると考え、1組の夫婦につき子どもを1人まで
に制限する「一人っ子政策」を長年実施しました。この政策により人口抑制には一定の成果が
ありましたが、同時に極端な少子高齢化を招く結果となり、2015年に廃止されました。現在
は経済を支える労働力の減少が深刻な社会問題となっています。

問6 答え 1

初期に集めた液体の方が、後に集めた液体よ

りもエタノールの濃度が高い

エタノールは水よりも沸点が低いため、蒸留を行うと先に沸騰して蒸気になりやすく、初期の
留出物にはエタノールが多く含まれます。エタノールの密度は水よりも小さいため、エタノー
ル濃度が高い初期の液体ほど密度は小さくなり（0.83g/cm³）、蒸留が進んで水が多く混じる
ようになるにつれて、密度は水の密度（1.00g/cm³）へと近づいていきます。

問7 答え 1

エタノールの体積の方が、水の体積よりも大

きくなる

質量が一定である場合、体積は「質量 ÷ 密度」で求められます。このため、密度が小さい物
質ほど、同じ質量を満たすために必要な体積は大きくなります。水の密度（1.0g/cm³）に比
べてエタノールの密度（0.8g/cm³）の方が小さいため、同じ質量を排出した際、エタノール
の方が体積の値は大きくなります。

問8 答え 1

都心部には企業の本社や官公庁、大学などの

施設が集中しており、郊外のニュータウンな

どから多くの人々が移動してくるため。

大都市の中心部では、企業のオフィスや商業施設、行政機関、教育機関などが高度に集積して
います。一方で、地価の高騰などにより居住機能は郊外へと移転する「ドーナツ化現象」が見
られます。その結果、昼間は周辺のベッドタウンから大量の通勤・通学者が流入し、昼間人口
が夜間人口を大きく上回る構造となっています。

問9 答え 1

日本海一面に筋状の雲が広がっている

シベリア大陸からの冷たく乾燥した季節風が、相対的に暖かい日本海の上を通過する際、海面
から熱と水蒸気を供給されることで積乱雲が発生します。この雲が上空の強い風に流されるこ
とで、日本海側には北西から南東の方向に並ぶ「筋状の雲」が形成されます。

問1
0

答え 1

参勤交代

江戸幕府の第3代将軍・徳川家光のときに確立された「参勤交代」は、大名が1年ごとに江戸と
自領を往復する制度です。大名行列を伴う移動には莫大な旅費がかかり、さらに江戸の藩邸に
滞在する費用も必要だったため、藩の財政において非常に大きな比重を占めました。この制度
により、大名が経済的に困窮する一方で、街道の整備や江戸の都市文化の発展、さらには全国
的な貨幣経済の浸透が促されるという側面もありました。

問1
1

答え 1

所得に関わらず同じ税率が適用されるため、

所得の低い人ほど所得に対する税負担の割合

が高くなること。

消費税は景気の良し悪しにかかわらず一定の税収が見込めるため、高齢化に伴い増大する社会
保障費の安定した財源として期待されています。しかし、誰に対しても同じ税率を適用するこ
とは、所得に対する税の割合という観点で見ると、低所得者に厳しい仕組みとなる「逆進性」
という問題を含んでいます。この負担を和らげるために、食料品などに低い税率を適用する軽
減税率制度などが導入されています。

問1
2

答え 1

会社が得た利益の一部は、出資額に応じて配

当として株主に分配される。

株式会社がビジネスを通じて得た利益（純利益）は、将来の投資のための内部留保とされるほ
か、出資者である株主に対して「配当」という形で還元されます。これに対し、「利子」は銀
行などから資金を借り入れた際に、利益の有無にかかわらず支払う必要のある費用であり、出
資者への還元である配当とは性質が異なります。


